
令和５年度 ルネサンス豊田高等学校の評価について 

１ 趣旨 
ルネサンス豊田高等学校は、株式会社が設置・運営する広域通信制の高等
学校で、構造改革特別区域法及び学校教育法に基づき豊田市が認可し、平成
２３年１０月１日に開校しました。開校後は、構造改革特別区域法第１２条
第５項及び第６項の規定に基づき、豊田市が毎年度学校の教育状況などにつ
いて評価を行い、その内容を公表することにより、学校の透明性を確保する
とともに、学校の教育の質の向上を図るものです。 

２ 豊田市教育特区学校審議会委員からの意見聴取 
  評価に当たり、令和６年２月１５日に豊田市教育特区学校審議会を開催し、
委員の皆様より様々な立場から御意見をいただきました。 

委 員 氏 名 所属団体等 
梅村 隆志 地域代表（藤沢自治区代表） 
佐藤 洋一 教育に関する学識経験者（岡崎女子大学） 
萩原 孝 学校関係者（豊田大谷高等学校） 
水野 美和 学校関係者（石野中学校） 

※並びは氏名の五十音順（敬称略） 
※会計に関する学識経験者 寺田 靖子（寺田靖子税理士事務所）委員は、当
日欠席したため、別途意見聴取を行った。 

（参考）構造改革特別区域法 第１２条 

第５項 

第１項の認定を受けた地方公共団体（以下この条において「認定地

方公共団体」という。）は、学校設置会社の設置する学校（大学及び

高等専門学校を除く。）の教育、組織及び運営並びに施設及び設備

の状況について、毎年度、評価を行わなければならない。 

第６項 

前項の規定による評価を行った認定地方公共団体は、遅滞なく、その

結果を当該学校に通知するとともに、これを公表しなければならない。 






